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8 月 4 回の注文提出のお知らせ !

【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2017 年度活動テーマ　～地元のやさいを食べよう～

福島原発被害千葉集団訴訟

公平な裁判を求める署名

ご協力をお願い致します。

【2017 年 8 月の予定】

●生協基幹運営／地域活動 ・ 催し● ●提携 ・ 協同 ・ 連帯企画●

【定期開催の催事】
•	 毎週木曜日につくば桜運動公園ゴンタの丘にて地域コミ

ニュティ活動中。
•	 毎月第 3 火曜日にゆるカフェ開催。
•	 毎月第一土曜日にじょうそう朝市を開催しています。

8/5（土）じょうそう夕市※ 8 月は朝市が夕市に変更しました。
8/25 （金） せっけん de 実験 （常総生協）
8/30 （水） 定例理事会

8/5 （土） 新しい風さとやま 「ホタル狩り」
8/8 （火） 業者会役員会 （常総生協本部）
　　　　　　　サマーキャンプ （能勢農場）
8/10 （木） 茨城訴訟団会議
8/19 （土） 香辛飯屋にて朝市
8/26 （土） 原発いらない茨城アクション

● 「ふるさと」 を喪失した福島の人達の為にも皆

　で声を集めて、 公平な裁判を求めていきましょう !!

　東京電力福島第一原子力発電所の炉心溶融・水素原発事
故から 6 年が過ぎました。未だに放射能汚染の被害は極め
て困難な状況です。
　「ふるさと」を奪われ、家族はバラバラにされ、仕事や学
校生活も失い、お墓参りすら思うにまかせず、何物にも代
えがたい思い出の品々も財産も失いました。その悲しみ、
苦しみ、悩み、悔しさ、そして怒りには、筆舌に尽くし難
いものがあります。公正で厳正な判決をされるよう、心か
ら要請していきましょう !!

署名用紙は今週配布のカタログに同封されていま

す。 8/25 （金） までにご提出お願い致します。

日 月 火 水 木 金 土
日 6 7 8 9 10 11 12

カタログ
配布

夏季休暇

供給現場注文提出

TEL、FAX、WEB注文締日
8月4回　月コース

注文最終〆切
8月4回　火コース

注文最終〆切
8月4回　水コース

注文最終〆切

日 13 14 15 16 17 18 19
カタログ
配布なし

供給現場注文提出

TEL、FAX、WEB注文締日
8月4回　木コース

注文最終〆切
8月4回　金コース

注文最終〆切

曜日

8月2回
供給

8月3回
供給

変則供給日夏季休暇

8月4回注文提出(供給現場回収は通常通り）

供給現場での注文回収はできません。

8月5回カタログ配布
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（主な報告事項）
【第1号議案】　第Ⅰ四半期決算報告

（仲間づくりの低迷）
　春の強化月間の期間に体制を整える事が出来ず、4-6 月の組合員拡大が 92 件（前年比
80.7％、計画比 62.6％）と低迷してしまった。仲間づくり （組合員拡大） を組合として重要事

項と捉え、 秋の強化月間に向けて準備して、 残り半期で挽回していく事に生産者、 組合員、 役職員

で協力し合いながら、 全力で挑んでいきたいと思います。

【第2号議案】　秋の強化月間方針の件
（強化月間方針の件）
『仲間を増やす』事にすべての活動・業務を集
中させていきます。
　第一四半期の結果を受けて、組合員を増やす
事の重要さを理事会内でも確認、共有しました。
今後キッチン car を導入してのイベント開催を
行う事や、紹介活動の強化を図っていきます。

2017 年度第 2 回理事会報告

1.　開催日時：2017 年 7 月 26 日（水）10:00 ～ 13：00
2.　開催場所：常総生協　組合員活動室
3.　議案

（協議検討事項）
　【第 1 号議案】　第Ⅰ四半期決算報告
　【第 2 号議案】　秋の強化月間方針の件
　【第 3 号議案】　子どもたちの健康調査　血液検査継続に向けて
　【第４号議案】　生協まつり運営方針の件
4.　報告・相談事項

•	九州豪雨対応の件
•	7 月事業報告
•	地区懇談会開催進捗報告
•	活動報告
•	その他
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収益構造状況

▲９６９万４２６１円

の収益の差がある。

勘定科目 実績 構成比 前年比 計画比 備考欄

総供給高 230,304,594 100.0% 101.2% 98.4%
発行枚数が前年に対て+545
枚増、回収率89.02（前年比
+0.1P）

事業剰余 63,150,983 27.4% 100.1%

人件費 39,531,449 17.2% 94.5% 98.9%
人件費率17.2％、労働分配
率63.4％

物件費 33,313,795 14.5% 91.4% 95.9% 物件費率14.5％
販売一般管理費 72,845,244 31.6% 63.8% 90.6% 前年差▲3,141,750円削減
営業利益 ▲ 9,694,261 -4.2% 63.8% 90.6% 前年差5,504,612円利益向上
経常利益 ▲ 4,533,758 -2.0% 41.5% 75.7% NET▲2％
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岩手県産地ツアーのお知らせ（今週のカタログに募集チラシが同封されています）

【第3号議案】　子どもたちの健康調査　血液検査継続に向けて
　福島原発事故後6年が経過し、当時赤ちゃんだった子ども達が就学する年になりました。当時、
母乳からヨウ素が検出され、与えられてきた子ども達のこれからが本格的に血液検査ができる
年齢になってきたこともあり、今後さらに子どもたちの健康状況の調査をしていく事が必要と
考えます。
　自分たちの住んでいるエリアがホットスポットであったことでの被ばくしてしまったことへ
の事実から逃げずに、継続して健康調査、血液検査の必要さを地域に呼びかけていく事が大切
です。10 年、20 年、30 年と継続して活動していけるように理事会で協議し、毎週組合員さん
から負担いただいている基本料を毎年の検査補助の活動資金にしていく事に決まりました。
　基本料は、2012 年に生協事業（共同購入、店舗）とは異なる協同組合的活動への資金とし
ての目的から導入された経緯があります。長期的な検査活動ですが、検査協力医も「今までは
現状把握という意味だったが、これからが本当の意味で検査が必要」とおっしゃっています。
子ども達の健康を守る事が大人の責任として取り組んでいきます。

　昨年 9 月に予定していた岩手県の「鮮魚セットの島香さん」「岩泉の雑穀生産者」産地交流ツ
アー、ご存じの通り台風の直撃により中止となってしまいました。

　もうすぐ 1 年が経ちますが、岩泉においてはあま
りの被害の大きさに町全体がいまだ復旧途上にありま
す。それでも、そんな現状を知ってもらう事も含めて、

「今年こそは是非来て下さい」とのお誘いをいただき
ました。島香さんも多額の設備投資を重ねての再出発
となりましたが、先を見据えてがんばっています。現
地で交流をすることで、お互いのつながりが強くなる
機会になればと思います。

　遠方のため、1 泊での開催となりま
すが、なかなか無い機会ですので、ぜ
ひご参加下さい！
　また参加が難しい方は、参加される
方に「こんな事を聞いてきて欲しい」

「こんな所をみて来て欲しい」といっ
た事をお寄せください。

あわの収穫の様子
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